
１．こども政策の新たな推進体制に関する基本方針について

（関連資料１参照）

〇 こども家庭庁の創設に関しては、昨年12月に閣議決定した「こども政

策の新たな推進体制に関する基本方針」（資料１参照）に基づき、

・ こども家庭庁設置法案（資料２参照）

・ こども家庭庁設置法の施行に伴う関係法律の整備に関する法律案

（資料３参照）

を２月25日に閣議決定したところ。

〇 基本方針においては、こども家庭庁は、こどもまんなか社会の実現に

向けて、常にこどもの視点に立って、こども政策に強力かつ専一に取り

組む独立した行政組織として設置するものであり、その任務は、「こども

が、ひとしく健やかに成長することができる社会の実現に向けて、こど

もとこどものある家庭の福祉の増進・保健の向上等の支援、こどもの権

利利益の擁護」としている。

〇 こども家庭庁は、こども政策の「強い司令塔機能」を担うこととして

おり、具体的には、

・ 内閣総理大臣の直属の機関として、内閣府の外局とし、これまで

別々に担われてきた司令塔機能をこども家庭庁に一本化するとともに

・ 各省大臣に対する勧告権等を有するこども政策を担当する内閣府特

命担当大臣を必置化する

こととしている。

〇 また、こども家庭庁が所管する法律・事務については、現在、各府省

庁が所管している法律・事務のうち、

・ 主として、こどもやこどものある家庭の福祉・保健等の支援、こど

もの権利利益の擁護を目的とするものは移管する

・ こども家庭庁が所管するこども政策とそれ以外の政策分野をともに

含んでいるものは共管とする

・ 国民全体の福祉の増進等を目的とするものや、教育の振興等他の政

策分野に関するものは、関係府省庁の所管としつつ、個別作用法に具

体的な関与を規定するほか、総合調整を行う

ことを基本としている。

また、こども政策に関し他省に属しないものの企画・立案・実施を担

い、各省庁の間で抜け落ちることがないよう必要な取組を行うとともに、
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新規の政策課題に取り組んでいくこととしている。

２．こども家庭庁設置法案について（関連資料２参照）

【「こども」の定義】

〇 こども家庭庁の任務、所掌事務等を定める設置法案においては、必

要な支援が18歳や20歳といった特定の年齢で途切れることなく行われ

ることを基本理念としていることを踏まえ、「こども」を「心身の発達

の過程にある者」と定義している。

【所掌事務】

〇 分担管理事務（こども家庭庁が自ら実施する事務）

これまで内閣府や厚生労働省で担ってきた、保育及び養護、保健の

向上、虐待の防止等を規定しているほか、

・ 「小学校就学前のこどもの健やかな成長のための環境の確保及び

小学校就学前のこどものある家庭における子育て支援に関する基本

的な政策の企画及び立案並びに推進」を規定し、この規定に基づき、

就学前のこどもの育ちに係る基本的な指針を作成し、政府内の取組

を主導していくこととしている。

・ 「地域におけるこどもの適切な遊び及び生活の場の確保」は、就

学後も含めた地域における居場所づくりを規定したものであり、こ

ども家庭庁が政府において中心的役割を担うこととしている。

・ 「こどもの安全で安心な生活環境の整備に関する基本的な政策の

企画及び立案並びに推進」は、こどもの事故防止に関する事務等を

所掌することとしている。

・ 「いじめの防止等に関する相談の体制など地域における体制の整

備」は、学校外でのいじめを含めたこどものいじめの防止を担い、

いじめの防止に向けた地方自治体における具体的な取組や体制づく

り等を推進することとしている。

〇 内閣補助事務（こども家庭庁が総合調整を行う事務）

これまで、内閣府では、「子ども及び子どもを養育している者に必要

な支援をするための基本的政策・少子化の進展への対処に関する事項

の企画及び立案並びに総合調整」、「子ども・若者育成支援に関する事

項の企画及び立案並びに総合調整」を主として行ってきたところ、こ

ども家庭庁では、これらに加え、「こどもが自立した個人としてひとし

く健やかに成長することのできる社会の実現のための基本的な政策に

87



関する事項等の企画及び立案並びに総合調整」を新たに規定し、こど

もに関することはすべてこども家庭庁が政府部内の総合調整を行うこ

とを明確にした。

【審議会等】

〇 厚生労働省の社会保障審議会児童部会や内閣府の子ども・子育て会

議の機能等を引き継ぎ、こども政策に関する重要事項等を審議する

「こども家庭審議会」を設置することとしている。

また、特別の機関として内閣府に置かれている、少子化対策会議等

の閣僚会議をこども家庭庁に移管する。

【施行日等】

〇 こども家庭庁は、令和５年４月１日の設置を予定している。

〇 また、「施行後５年を目途として、小学校就学前のこどもに対する質

の高い教育及び保育の提供その他のこどもの健やかな成長及びこども

のある家庭における子育てに対する支援に関する施策の実施の状況を

勘案し、これらの施策を総合的かつ効果的に実施するための組織及び

体制の在り方について検討を加え、必要があると認めるときは、その

結果に基づいて所要の措置を講ずる」旨の検討規定を設けている。

３．こども家庭庁設置法の施行に伴う関係法律の整備に関す

る法律案について（関連資料３参照）

〇 本法案は、こども家庭庁設置法の施行に伴い、児童福祉法その他の関

係法律、内閣府設置法その他の行政組織に関する法律について、所要の

規定の整備を行うもの。

〇 この中では、

・ 学校教育法及び児童福祉法を改正し、幼稚園教育要領及び保育所保

育指針を定める際の内閣総理大臣と文部科学大臣の相互の協議規定を

設ける

・ こども家庭庁の所掌事務を掌理する内閣府特命担当大臣を必ず置く

こととする規定を整備する

等の改正を行っている。

〇 今後、両法案が国会で審議され、可決・成立した後、組織体制の詳細、
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具体的な事務フローの検討等を行っていく予定である。こども政策の具

体的な実施においては自治体において中心的な役割を担っていただいて

いるところであり、今後ともこども家庭庁設置に関する情報の共有等を

行っていくこととしているので、ご理解・ご協力のほどよろしくお願い

したい。
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こ
ど
も
政
策
の
新
た
な
推
進
体
制
に
関
す
る
基
本
方
針
の
ポ
イ
ン
ト

（
こ
ど
も
政
策
の
新
た
な
推
進
体
制
に
関
す
る
基
本
方
針
に
つ
い
て
（
令
和
３
年

1
2
月
2
1日
閣
議
決
定
）
）

今
後
の
こ
ど
も
政
策
の
基
本
理
念

〇
常
に
こ
ど
も
の
最
善
の
利
益
を
第
一
に
考
え
、
こ
ど
も
に
関
す
る
取
組
・
政
策
を
我
が
国
社
会
の
真
ん
中
に
据
え
て
（
「
こ
ど
も
ま
ん
な
か
社
会
」
）
、

こ
ど
も
の
視
点
で
、
こ
ど
も
を
取
り
巻
く
あ
ら
ゆ
る
環
境
を
視
野
に
入
れ
、
こ
ど
も
の
権
利
を
保
障
し
、
こ
ど
も
を
誰
一
人
取
り
残
さ
ず
、
健
や
か
な
成
長

を
社
会
全
体
で
後
押
し
。

〇
そ
の
た
め
の
新
た
な
司
令
塔
と
し
て
、
こ
ど
も
家
庭
庁
を
創
設
。

こ
ど
も
の
視
点
、
子
育
て
当
事
者

の
視
点
に
立
っ
た
政
策
立
案


こ
ど
も
は
保
護
者
や
社
会
の
支
え
を
受
け
な
が
ら
自
己
を
確
立
し
て
い
く
主
体
と
認
識
し
、
保
護
す
べ
き
と

こ
ろ
は
保
護
し
つ
つ
、
こ
ど
も
の
意
見
を
年
齢
や
発
達
段
階
に
応
じ
て
政
策
に
反
映
。
若
者
の
社
会
参
画
の

促
進
。


家
庭
が
基
盤
。
親
の
成
長
を
支
援
す
る
こ
と
が
こ
ど
も
の
よ
り
良
い
成
長
に
つ
な
が
る
。
子
育
て
当
事
者
の

意
見
を
政
策
に
反
映
。

全
て
の
こ
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
、

W
el

l-
b

ei
n

gの
向
上


妊
娠
前
か
ら
、
妊
娠
・
出
産
、
新
生
児
期
、
乳
幼
児
期
、
学
童
期
、
思
春
期
、
青
年
期
の
一
連
の
成
長
過

程
に
お
い
て
、
良
質
か
つ
適
切
な
保
健
、
医
療
、
療
育
、
福
祉
、
教
育
を
提
供
。


安
全
で
安
心
し
て
過
ご
せ
る
多
く
の
居
場
所
を
持
ち
な
が
ら
、
様
々
な
学
び
や
体
験
が
で
き
、
幸
せ
な
状

態
（

W
el

l-
b

ei
n

g）
で
成
長
で
き
る
よ
う
、
家
庭
、
学
校
、
職
域
、
地
域
等
が
一
体
的
に
取
り
組
む
。

誰
一
人
取
り
残
さ
ず
、

抜
け
落
ち
る
こ
と
の
な
い
支
援


全
て
の
こ
ど
も
が
、
施
策
対
象
と
し
て
取
り
残
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
当
事
者
と
し
て
持
続
可
能
な
社
会
の

実
現
に
参
画
で
き
る
よ
う
支
援
。


こ
ど
も
本
人
の
福
祉
と
い
う
だ
け
に
と
ど
ま
ら
な
い
我
が
国
社
会
の
持
続
可
能
性
に
も
資
す
る
と
の
認
識
。

こ
ど
も
や
家
庭
が
抱
え
る
様
々
な
複
合

す
る
課
題
に
対
し
、
制
度
や
組
織
に
よ
る

縦
割
り
の
壁
、
年
齢
の
壁
を
克
服
し
た

切
れ
目
な
い
包
括
的
な
支
援


こ
ど
も
の
困
難
は
、
こ
ど
も
の
要
因
、
家
庭
の
要
因
、
家
庭
内
の
関
係
性
の
要
因
、
環
境
の
要
因
等
、

様
々
な
要
因
が
複
合
的
に
重
な
り
合
っ
て
表
出
。
問
題
行
動
は
こ
ど
も
か
ら
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
。
保
護
者
自
身
に

も
支
援
が
必
要
。


教
育
、
福
祉
、
保
健
、
医
療
、
雇
用
な
ど
に
関
係
す
る
機
関
や
団
体
が
密
接
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し

支
援
。

1
8
歳
な
ど
特
定
の
年
齢
で
一
律
に
区
切
る
こ
と
な
く
、
こ
ど
も
や
若
者
が
円
滑
に
社
会
生
活
を
送

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
ま
で
伴
走
。

待
ち
の
支
援
か
ら
、
予
防
的
な
関
わ
り
を

強
化
す
る
と
と
も
に
、
必
要
な
こ
ど
も
・

家
庭
に
支
援
が
確
実
に
届
く
よ
う
プ
ッ
シ
ュ
型

支
援
、
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
型
支
援
に
転
換


地
域
に
お
け
る
関
係
機
関
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の
民
間
団
体
等
が
連
携
し
て
、
こ
ど
も
に
と
っ
て
適
切
な
場
所
に

出
向
い
て
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
の
支
援
を
行
う
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
型
支
援
（
訪
問
支
援
）
の
充
実
。


Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
プ
ッ
シ
ュ
型
の
情
報
発
信
の
充
実
。

デ
ー
タ
・
統
計
を
活
用
し
た
エ
ビ
デ
ン
ス
に

基
づ
く
政
策
立
案
、

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
（
評
価
・
改
善
）


様
々
な
デ
ー
タ
や
統
計
を
活
用
す
る
と
と
も
に
、
こ
ど
も
か
ら
の
意
見
聴
取
な
ど
の
定
性
的
な
事
実
も

活
用
し
、
個
人
情
報
を
取
り
扱
う
場
合
に
あ
っ
て
は
こ
ど
も
本
人
等
の
権
利
利
益
の
保
護
に
も
十
分
に

配
慮
し
な
が
ら
、
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
き
多
面
的
に
政
策
を
立
案
し
、
評
価
し
、
改
善
。
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こ
ど
も
家
庭
庁
の
必
要
性
、
目
指
す
も
の


こ
ど
も
政
策
を
更
に
強
力
に
進
め
て
い
く
た
め
、
常
に
こ
ど
も
の
視
点
に

立
ち
、
こ
ど
も
の
最
善
の
利
益
を
第
一
に
考
え
、
こ
ど
も
ま
ん
な
か
社
会

の
実
現
に
向
け
て
専
一
に
取
り
組
む
独
立
し
た
行
政
組
織
と
専
任
の
大
臣

が
必
要
。


新
た
な
行
政
組
織
と
し
て
、
こ
ど
も
が
、
自
立
し
た
個
人
と
し
て
ひ
と
し

く
健
や
か
に
成
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
こ
ど
も

と
家
庭
の
福
祉
の
増
進
・
保
健
の
向
上
等
の
支
援
、
こ
ど
も
の
権
利
利
益

の
擁
護
を
任
務
と
す
る
こ
ど
も
家
庭
庁
を
創
設
。


こ
ど
も
に
と
っ
て
必
要
不
可
欠
な
教
育
は
文
部
科
学
省
の
下
で
充
実
。
こ

ど
も
家
庭
庁
と
文
部
科
学
省
が
密
接
に
連
携
。

こ
ど
も
家
庭
庁
の
基
本
姿
勢

①
こ
ど
も
の
視
点
、
子
育
て
当
事
者
の
視
点

こ
ど
も
や
若
者
の
意
見
を
年
齢
や
発
達
の
程
度
に
応
じ
て
政
策
に

反
映
。
子
育
て
当
事
者
の
意
見
を
政
策
に
反
映
。

②
地
方
自
治
体
と
の
連
携
強
化

現
場
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
先
進
的
な
取
組
を
横
展
開
し
、
必
要
に

応
じ
制
度
化
。
人
事
交
流
の
推
進
。
定
期
的
な
協
議
の
場
の
設
置
。

③
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
は
じ
め
と
す
る
市
民
社
会
と
の
積
極
的
な
対
話
・

連
携
・
協
働

Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の
様
々
な
民
間
団
体
や
、
民
生
・
児
童
委
員
、
青
少
年
相

談
員
、
保
護
司
等
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
。
民
間
人
の
積
極
登
用
。

強
い
司
令
塔
機
能


内
閣
総
理
大
臣
の
直
属
の
機
関
と
し
て
、
内
閣
府
の
外
局
に
。


こ
れ
ま
で
別
々
に
担
わ
れ
て
き
た
司
令
塔
機
能
を
こ
ど
も
家
庭
庁
に
一
本
化
し
、
就
学
前
の
全
て
の
こ
ど
も
の
育
ち
の
保
障
や

全
て
の
こ
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
な
ど
を
主
導
す
る
。


各
省
大
臣
に
対
す
る
勧
告
権
等
を
有
す
る
こ
ど
も
政
策
を
担
当
す
る
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
を
必
置
化
。


別
々
に
運
営
さ
れ
て
き
た
総
理
を
長
と
す
る
閣
僚
会
議
を
一
体
的
に
運
営
。


別
々
に
作
成
・
推
進
さ
れ
て
き
た
大
綱
を
一
体
的
に
作
成
・
推
進
。

法
律
・
事
務
の
移
管
・
共
管
・
関
与


主
と
し
て
こ
ど
も
の
権
利
利
益
の
擁
護
、
こ
ど
も
や
家
庭
の
福
祉
・
保
健
等
の
支
援
を
目
的
と
す
る
も
の
は
移
管
。


こ
ど
も
の
権
利
利
益
の
擁
護
、
こ
ど
も
や
家
庭
の
福
祉
・
保
健
等
の
支
援
と
そ
れ
以
外
の
政
策
分
野
を
含
ん
で
い
る
も
の
は
共
管
。


国
民
全
体
の
教
育
の
振
興
等
を
目
的
と
す
る
も
の
は
、
関
係
府
省
庁
の
所
管
と
し
つ
つ
、
個
別
作
用
法
に
具
体
的
な
関
与
を
規
定
す
る
ほ

か
、
総
合
調
整
。

新
規
の
政
策
課
題
や
隙
間
事
案
へ
の
対
応


こ
ど
も
政
策
に
関
し
他
省
に
属
し
な
い
事
務
を
担
い
、
各
省
庁
の
間
で
抜
け
落
ち
る
こ
と
が
な
い
よ
う
必
要
な
取
組
を
行
う
と
と
も
に
、

新
規
の
政
策
課
題
に
取
り
組
む
。
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体
制
と
主
な
事
務


内
閣
総
理
大
臣
、
こ
ど
も
政
策
を
担
当
す
る
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
、
こ
ど
も
家
庭
庁
長
官
の
下
に
、
内
部
部
局
と
し
て
以
下
の
３
部
門
。


移
管
す
る
定
員
を
大
幅
に
上
回
る
体
制
を
目
指
す
。
地
方
自
治
体
職
員
や
民
間
人
材
の
積
極
登
用
。

成
育
部
門


妊
娠
・
出
産
の
支
援
、
母
子
保
健
、
成
育
医
療
等

•
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
産
前
産
後
か
ら
子
育
て
期
を
通
じ
た
支
援

•
産
後
ケ
ア
な
ど
の
支
援
を
受
け
ら
れ
る
環
境
の
整
備


就
学
前
の
全
て
の
こ
ど
も
の
育
ち
の
保
障

•
幼
稚
園
・
保
育
所
・
認
定
こ
ど
も
園
（
「
３
施
設
」
）
、
家
庭
、
地
域
を
含
め
た
取
組
の

主
導
、
未
就
園
児
対
策

•
３
施
設
の
教
育
・
保
育
内
容
の
基
準
の
文
部
科
学
省
と
の
共
同
告
示

•
認
定
こ
ど
も
園
の
事
務
の
輻
輳
や
縦
割
り
の
改
善
（
施
設
整
備
費
の
一
本
化
等
）


相
談
対
応
や
情
報
提
供
の
充
実
、
全
て
の
こ
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り

•
子
ど
も
・
若
者
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
、
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
子
ど
も
家
庭

総
合
支
援
拠
点
、
地
域
子
育
て
支
援
拠
点
の
充
実

•
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
、
児
童
館
や
青
少
年
セ
ン
タ
ー
、
こ
ど
も
食
堂
、
学
習
支
援
の
場
な

ど
の
様
々
な
居
場
所
（
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
）
づ
く
り

•
児
童
手
当
の
支
給


こ
ど
も
の
安
全
（
性
的
被
害
の
防
止
、
事
故
防
止
、
予
防
の
た
め
の
死
亡
検
証

(Ｃ
Ｄ
Ｒ

) 
等
）

支
援
部
門


様
々
な
困
難
を
抱
え
る
こ
ど
も
や
家
庭
に
対
す
る
年
齢
や
制

度
の
壁
を
克
服
し
た
切
れ
目
な
い
包
括
的
支
援

•
地
域
の
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
（
子
ど
も
・
若
者
支
援
地
域
協
議

会
、
要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会
）

•
児
童
虐
待
防
止
対
策
の
強
化

•
い
じ
め
防
止
及
び
不
登
校
対
策
（
文
部
科
学
省
と
連
携
）

等


社
会
的
養
護
の
充
実
及
び
自
立
支
援


こ
ど
も
の
貧
困
対
策
、
ひ
と
り
親
家
庭
の
支
援


障
害
児
支
援


こ
ど
も
の
視
点
・
子
育
て
当
事
者
の
視
点
に
立
っ
た
政
策
の
企
画
立
案
・
総
合
調
整

•
こ
ど
も
や
若
者
か
ら
意
見
を
聴
く
ユ
ー
ス
政
策
モ
ニ
タ
ー
な
ど
の
実
施
、
審
議
会
等
委
員
等
へ
の
こ
ど
も
・
若
者
の
参
画
促
進
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
意
見
聴
取

等
の
検
討

•
こ
ど
も
政
策
に
関
連
す
る
大
綱
を
一
体
的
に
作
成
・
推
進
、
地
方
自
治
体
に
お
け
る
関
連
計
画
の
策
定
支
援

•
児
童
の
権
利
に
関
す
る
条
約
に
関
す
る
取
組
を
主
体
的
に
実
施
（
外
務
省
と
連
携
）


必
要
な
支
援
を
必
要
な
人
に
届
け
る
た
め
の
情
報
発
信
や
広
報
等


デ
ー
タ
・
統
計
を
活
用
し
た
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
く
政
策
立
案
と
実
践
、
評
価
、
改
善

•
こ
ど
も
や
若
者
の
意
識
調
査
、
子
ど
も
の
貧
困
対
策
や
少
子
化
対
策
に
関
す
る
調
査
研
究
の
充
実
、
関
連
す
る
国
会
報
告
（
法
定
白
書
）
の
一
体
的
な
作
成

•
こ
ど
も
や
家
庭
に
能
動
的
な
プ
ッ
シ
ュ
型
支
援
を
届
け
る
た
め
の
デ
ジ
タ
ル
基
盤
の
整
備
推
進
（
デ
ジ
タ
ル
庁
と
連
携
）

企
画
立
案
・
総
合
調
整
部
門

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル


令
和
５
年
度
の
で
き
る
限
り
早
い
時
期
（
令
和
５
年
４
月
１
日
）
に
創
設
。

次
期
常
会
に
法
案
提
出
。


「
こ
ど
も
に
関
す
る
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
等
に
基
づ
き
、
こ
ど
も
家
庭
庁

の
創
設
を
待
た
ず
に
で
き
る
こ
と
か
ら
速
や
か
に
実
施
。

こ
ど
も
政
策
を
強
力
に
進
め
る
た
め
の
安
定
財
源
の
確
保


国
民
各
層
の
理
解
を
得
な
が
ら
、
社
会
全
体
で
の
費
用
負
担
の
在

り
方
を
含
め
、
幅
広
く
検
討
を
進
め
、
確
保
に
努
め
て
い
く
。


応
能
負
担
や
歳
入
改
革
、
企
業
を
含
め
社
会
・
経
済
の
参
加
者
全

員
が
広
く
負
担
し
て
い
く
新
た
な
枠
組
み
の
検
討
。
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こ
ど
も
（
心
身
の
発
達
の
過
程
に
あ
る
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
が
自
立
し
た
個
人
と
し
て
ひ
と
し
く
健
や
か
に
成
長
す
る
こ
と
の
で
き
る
社
会
の
実
現
に
向
け
、
子
育
て
に
お
け
る
家
庭
の
役
割

の
重
要
性
を
踏
ま
え
つ
つ
、
こ
ど
も
の
年
齢
及
び
発
達
の
程
度
に
応
じ
、
そ
の
意
見
を
尊
重
し
、
そ
の
最
善
の
利
益
を
優
先
し
て
考
慮
す
る
こ
と
を
基
本
と
し
、
こ
ど
も
及
び
こ
ど
も
の
あ
る
家
庭
の
福

祉
の
増
進
及
び
保
健
の
向
上
そ
の
他
の
こ
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
及
び
こ
ど
も
の
あ
る
家
庭
に
お
け
る
子
育
て
に
対
す
る
支
援
並
び
に
こ
ど
も
の
権
利
利
益
の
擁
護
に
関
す
る
事
務
を
行
う
と
と
も
に
、

当
該
任
務
に
関
連
す
る
特
定
の
内
閣
の
重
要
政
策
に
関
す
る
内
閣
の
事
務
を
助
け
る
こ
と
を
任
務
と
す
る
こ
ど
も
家
庭
庁
を
、
内
閣
府
の
外
局
と
し
て
設
置
す
る
こ
と
と
し
、
そ
の
所
掌
事
務
及
び

組
織
に
関
す
る
事
項
を
定
め
る
。

こ
ど
も
家
庭
庁
設
置
法
案
の
概
要

１
．
内
閣
府
の
外
局
と
し
て
、
こ
ど
も
家
庭
庁
を
設
置

２
．
こ
ど
も
家
庭
庁
の
長
は
、
こ
ど
も
家
庭
庁
長
官
と
す
る

３
．
こ
ど
も
家
庭
庁
の
所
掌
事
務

⑴
分
担
管
理
事
務
（
自
ら
実
施
す
る
事
務
）

・
小
学
校
就
学
前
の
こ
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
の
た
め
の
環
境
の
確
保
及
び
小
学
校
就
学
前
の
こ
ど
も
の
あ
る
家
庭
に
お
け
る
子
育
て
支
援
に
関
す
る
基
本
的
な
政
策
の
企
画
及
び
立
案

並
び
に
推
進

・
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
給
付
そ
の
他
の
子
ど
も
及
び
子
ど
も
を
養
育
し
て
い
る
者
に
必
要
な
支
援

・
こ
ど
も
の
保
育
及
び
養
護

・
こ
ど
も
の
あ
る
家
庭
に
お
け
る
子
育
て
の
支
援
体
制
の
整
備

・
地
域
に
お
け
る
こ
ど
も
の
適
切
な
遊
び
及
び
生
活
の
場
の
確
保

・
こ
ど
も
、
こ
ど
も
の
あ
る
家
庭
及
び
妊
産
婦
そ
の
他
母
性
の
福
祉
の
増
進

・
こ
ど
も
の
安
全
で
安
心
な
生
活
環
境
の
整
備
に
関
す
る
基
本
的
な
政
策
の
企
画
及
び
立
案
並
び
に
推
進

・
こ
ど
も
の
保
健
の
向
上

・
こ
ど
も
の
虐
待
の
防
止

・
い
じ
め
の
防
止
等
に
関
す
る
相
談
の
体
制
な
ど
地
域
に
お
け
る
体
制
の
整
備

・
こ
ど
も
の
権
利
利
益
の
擁
護
（
他
省
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
）

等

⑵
内
閣
補
助
事
務
（
内
閣
の
重
要
政
策
に
関
す
る
事
務
）

・
こ
ど
も
が
自
立
し
た
個
人
と
し
て
ひ
と
し
く
健
や
か
に
成
長
す
る
こ
と
の
で
き
る
社
会
の
実
現
の
た
め
の
基
本
的
な
政
策
に
関
す
る
事
項
等
の
企
画
及
び
立
案
並
び
に
総
合
調
整

・
結
婚
、
出
産
又
は
育
児
に
希
望
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
社
会
環
境
の
整
備
等
少
子
化
の
克
服
に
向
け
た
基
本
的
な
政
策
に
関
す
る
事
項
の
企
画
及
び
立
案
並
び
に
総
合
調
整

・
子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
に
関
す
る
事
項
の
企
画
及
び
立
案
並
び
に
総
合
調
整

４
．
資
料
の
提
出
要
求
等

・
こ
ど
も
家
庭
庁
長
官
は
、
こ
ど
も
家
庭
庁
の
所
掌
事
務
を
遂
行
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
関
係
行
政
機
関
の
長
に
対
し
、
資
料
の
提
出
、
説
明
そ
の
他
の
必
要
な
協
力

を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
す
る

５
．
審
議
会
等
及
び
特
別
の
機
関

・
こ
ど
も
家
庭
庁
に
、
こ
ど
も
政
策
に
関
す
る
重
要
事
項
等
を
審
議
す
る
審
議
会
等
を
設
置
す
る
こ
と
に
よ
り
、
内
閣
府
及
び
厚
生
労
働
省
か
ら
関
係
審
議
会
等
や
そ
の
機
能
を
移
管

６
．
施
行
期
日
等

・
令
和
５
年
４
月
１
日

・
政
府
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
５
年
を
目
途
と
し
て
、
小
学
校
就
学
前
の
こ
ど
も
に
対
す
る
質
の
高
い
教
育
及
び
保
育
の
提
供
そ
の
他
の
こ
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
及
び
こ
ど
も
の
あ
る
家

庭
に
お
け
る
子
育
て
に
対
す
る
支
援
に
関
す
る
施
策
の
実
施
の
状
況
を
勘
案
し
、
こ
れ
ら
の
施
策
を
総
合
的
か
つ
効
果
的
に
実
施
す
る
た
め
の
組
織
及
び
体
制
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討

を
加
え
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
所
要
の
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る

趣
旨

概
要
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こ
ど
も
家
庭
庁
設
置
法
の
施
行
に
伴
い
、
児
童
福
祉
法
そ
の
他
の
関
係
法
律
及
び
内
閣
府
設
置
法
そ
の
他
の
行
政
組
織
に

関
す
る
法
律
に
つ
い
て
、
所
要
の
規
定
の
整
備
を
行
う
。

こ
ど
も
家
庭
庁
設
置
法
案
（
仮
称
）
の
概
要

１
．
関
係
法
律
の
整
備

(1
)
関
係
省
庁
か
ら
こ
ど
も
家
庭
庁
に
所
掌
事
務
が
移
管
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
当
該
事
務
に
関
係
す
る
法
律
の
規
定
に
よ
り
関
係
大
臣
が
行
う
権

限
及
び
関
係
省
庁
が
発
す
る
命
令
を
、
そ
れ
ぞ
れ
内
閣
総
理
大
臣
の
権
限
及
び
内
閣
府
令
に
改
め
る
等
の
規
定
の
整
理
を
行
う

(2
)
幼
稚
園
、
保
育
所
及
び
認
定
こ
ど
も
園
の
教
育
・
保
育
の
内
容
に
関
す
る
基
準
の
整
合
性
を
制
度
的
に
担
保
す
る
た
め
、
学
校
教
育
法
及
び

児
童
福
祉
法
を
改
正
し
、
文
部
科
学
大
臣
が
幼
稚
園
教
育
要
領
を
定
め
る
に
当
た
り
又
は
内
閣
総
理
大
臣
が
保
育
所
保
育
指
針
を
定
め
る

に
当
た
り
、
そ
れ
ぞ
れ
内
閣
総
理
大
臣
又
は
文
部
科
学
大
臣
に
協
議
す
る
こ
と
と
す
る
規
定
を
設
け
る

(3
)
そ
の
ほ
か
、
内
閣
総
理
大
臣
と
関
係
大
臣
と
の
間
で
事
務
を
調
整
す
る
た
め
に
必
要
な
協
議
に
関
す
る
規
定
を
整
備
す
る
な
ど
、
関
係
法
律
の

規
定
の
整
備
を
行
う
（
医
療
法
、
義
務
教
育
の
段
階
に
お
け
る
普
通
教
育
に
相
当
す
る
教
育
の
機
会
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
等
）

２
．
行
政
組
織
に
関
す
る
法
律
の
整
理

(1
)
内
閣
府
本
府
、
文
部
科
学
省
及
び
厚
生
労
働
省
に
つ
い
て
、
こ
ど
も
家
庭
庁
に
そ
の
権
限
の
一
部
が
移
管
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
所
掌
事
務
の

規
定
並
び
に
審
議
会
及
び
特
別
の
機
関
の
規
定
の
整
理
を
行
う

(2
)
こ
ど
も
家
庭
庁
の
所
掌
事
務
を
掌
理
す
る
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
※
を
置
き
、
当
該
大
臣
が
掌
理
す
る
事
務
に
関
す
る
規
定
を
整
理
す
る

※
各
省
大
臣
に
対
し
、
必
要
な
資
料
の
提
出
及
び
説
明
を
求
め
る
権
限
や
勧
告
す
る
権
限
等
を
有
す
る

３
．
経
過
措
置

・
関
係
大
臣
の
権
限
を
内
閣
総
理
大
臣
の
権
限
と
し
た
こ
と
等
に
伴
い
、
必
要
と
な
る
経
過
措
置
を
置
く

４
．
施
行
期
日

・
こ
ど
も
家
庭
庁
設
置
法
の
施
行
の
日
（
令
和
５
年
４
月
１
日
）

趣
旨

概
要

こ
ど
も
家
庭
庁
設
置
法
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
案
の
概
要
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